
い
ま
の
見
瀬
町
を
中
心
と
し
た
鳥
屋
・
久
米
・
白
橿
・
南
妙
法
寺
町
な
ど
、
貝
吹
山
の
北
ふ
も
と
に

広
が
る
一
帯
を
古
代
に
は
、
身
狭
（
む
さ
）
や
牟
佐
（
む
さ
）
と
呼
ん
だ
よ
う
で
す
。

こ
の
こ
と
は
現
在
、
見
瀬
町
の
字
庄
屋
垣
内
に
牟
佐
坐
（
む
さ
に
い
ま
す
）
神
社
が
鎮
座
し
、
西
隣

の
鳥
屋
町
に
身
狭
花
鳥
坂
（
む
さ
の
つ
き
さ
か
）
上
陵

宣
化
天
皇
陵
が
あ
る
ほ
か
、
さ
ら
に
江
戸
時

代
の
国
学
者
・
本
居
宣
長
ら
も

ム
サ
が
ミ
セ
に
な
ま
っ
た

の
説
を
唱
え
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

ま
ず
間
違
い
な
い
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
地
に
身
狭
村
主
（
む
さ
の
す
ぐ
り

日
本
書
紀
）
や
身
狭
村
主
相
模
（
さ
が
み

続
日

本
紀
）
な
ど
、
多
数
の
渡
来
人
の
住
ん
で
い
た
こ
と
が
書
き
残
さ
れ
て
お
り
、
の
ち
の
飛
鳥
地
域
に
先

立
ち
古
代
文
化
の
花
が
開
い
た
一
帯
だ
っ
た
こ
と
も
推
測
さ
れ
ま
す
。

中
世
か
ら
江
戸
時
代
初
期
ま
で
の
古
文
書
に

三
瀬
村

と
た
び
た
び
書
か
れ
た
当
地
は
、
時
代
が

下
る
と

見
瀬
村

と
な
っ
て
明
治
時
代
を
迎
え
ま
す
。
ち
な
み
に
明
治
一
五
年
ご
ろ
の
戸
数
が
一
九

五
戸
で
人
口
が
九
五
九
人
で
し
た
。

明
治
二
二
年

白
橿
村
大
字

と
な
っ
た
あ
と
昭
和
三
年
に

畝
傍
町
大
字

と
な
り
、
同
三
一
年

一

月
の
橿
原
市
発
足
に
当
た
り
現
在
の

見
瀬
町

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

飛
鳥
に
先
立
ち
古
代
文
化


